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暖
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ホームでの暮らしのご意見、

ご要望があれば、生活相談課

の濱村・荒井・松浦・福島まで

ご相談ください。できる限り

ご希望に添いたいと職員一同

考えております。また、利用者

の皆様は、人生の先輩として、

私たちの相談にも乗ってくだ

さいね。 
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３月生まれのご利用者様です！ 

8 日にお誕生日会を行います。お楽しみに！ 

タイトル 「 住民の正体 」 



和枝さん。怖がらせてスミマセン。でも怖が

ってくれると鬼は喜ぶのです。 
こんなに怖がってくれると調子に乗っちゃい

ますよ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

迫りくる邪鬼。年に一度の見せ場となっては、

鬼たちの気迫もスゴいものなのです。 
芳次郎さんも突然の来客にビックリ！ 

目が覚めたらこんな状況に・・・ ナイスリア

クション美奈子さん。 

信子さんの豆アタックは強烈でした。痛かっ

たみたいです。 

節分がありました。 



大喜びの治子さん。鬼も複雑な心境でしょう。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裕子さんと洋子さんの YY コンビの攻撃です。

容赦なくやっちゃってください。 

君子さんは勇敢にも鬼に反撃したそうな。し

かも鬼の武器まで奪いました。 

秋榮さん。そんな純朴な目で見ないでくださ

い。鬼はそういうのに一番弱いのです。 

悪鬼退散。香月さんの豆アタックが鬼のどて

っぱらに当たりました。 

赤鬼さんもだいぶやられていますね。ここは

一時退散としましょう。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

サカ江さんと嘉代子さんは鬼を歓迎してくれ

たようですね。はいチーズ！ 

孝一さんは鬼に会心の一撃をあたえました。

これは効いたみたいです。 

正德さんも渾身の力を込めて攻撃しました。こ

の鬼の表情、かわいそうになってきました。 

やはり男性陣は一筋縄ではいかない強者ばかり

です。 

そんなこんなで慌ただしかった鬼の襲来です

が、最後は仲直り。ということで。 
♪もうすぐ～春ですね～ 

SEE YOU 



三千ワールド食べ物放浪記 

～ 春はあけぼの。冬はつとめて編 ～ 

 昔の人は、春の明け方のやわらかな光がいちばん美しいと言いました。三月になると、その言

葉を思い出します。冬の朝のピンと張りつめた空気もいいですが、春の朝はどこかぬくもりがあ

り、気持ちまでゆるみます。そんな春の朝、わが家には小さな“職人さん”がいます。 

四歳のわが子が、いま LaQ に夢中です。LaQ（ラキュー）は、日本生まれの組み立てブロックのお

もちゃです。三角や四角の小さなパーツをカチッとはめていくと、平面から立体ができあがりま

す。恐竜や車、ロボットなど、工夫しだいで何でも作れます。指先を使い、頭で考えながら作

る、とても奥の深い遊びです。夜、「もう寝るよ」と言って布団に入ったはずなのに、静かだな

と思うと、布団の中でカチカチと音がします。こっそり LaQ を組み立てているのです。 

そして朝。やわらかな春の光の中で、小さな手にパーツを握りしめたまま眠っています。その姿

を見て、私はある映画を思い出しました。”二郎は鮨の夢を見る” です。主人公は、寿司職人の 

小野二郎 さん。銀座の名店 すきやばし次郎 の店主です。映画には、移転前の 築地市場 の様子

も映ります。夜明け前の市場、マグロの競り、氷の音、威勢のいい声。冬の冷たい空気の中で、

職人たちが真剣なまなざしで魚を選ぶ姿はとても印象的でした。市場ではフォークリフトのよう

な運搬車が優先で、歩行者は通路を端によけて歩く決まりでした。あの独特の緊張感が、今でも

なつかしく思い出されます。小野さんは、こう話していました。寝ているときに鮨の新しいアイ

デアが浮かび、すごいと思って飛び起きる。でも目が覚めると夢だった、と。実は私にも似た経

験があります。若い頃、赤井電機の「S3000」という電子楽器で音楽を作っていました。これは

「サンプラー」と呼ばれる機械で、録音した音を加工し、鍵盤で鳴らせるようにする楽器です。

今のパソコンのように便利ではなく、操作も複雑で、音を作るのにずいぶん苦労しました。ある

夜、すばらしい曲のアイデアがひらめき、飛び起きたことがあります。しかし、それは夢でし

た。それでも、「それだけ夢中だったのだな」と思えました。布団の中で LaQ を組み立てる子ど

もの姿を見ていると、好きなことに没頭する力の大切さを感じます。誰にほめられるわけでもな

く、ただ楽しくて続けている。春は、新しいことを始める季節です。夢中になれるものがあるこ

とは、それだけで幸せなことなのかもしれません。わが家の小さな職人さんを見ながら、「夢中

になる力は宝物だな」と感じた三月の朝でした。『僕のことを LaQ 先輩と言ってね！』と上機嫌

に言うので、保育園のお迎えのときに「LaQ 先輩！」と声をかけたら、「恥ずかしいからやめて！

おうちだけにして！」と怒られました(笑い)。TPO を学んだ父でした。            

岡田ヨシハル 

 

 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

外出の日がありました！ 

コンビニで買い物をしました。 

この日は 17℃のポカポカ陽気。ちょっと

お散歩に行きましょう！ 

都会育ち？のトシコさん。八王子の空気

はいかがでしょうか？ 

ヨシさんは焼肉屋の炎に思わずビックリ！ よそ見せずに、とにかく安全運転ね！ 

サトイさんは久しぶりの外出で景色をゆ

っくり楽しんでいました。 

美智子さんはいろいろ迷っていましたが、じ

っくり吟味していました。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ヨシさんは、大好きなアレを買っていまし

た。ニコニコで大喜びです。 
トシコさんは甘いものが好きなようです。買い

物ってその人のことがよくわかりますよね。 

シュークリームをガブッと美智子さん。案

の定、このあとクリームまみれに・・・ 

プリンをじっくり堪能するサトイさん。

いやぁ美味しそうだ。 

プリンが人気だったようですね。コンビニス

イーツの種類が多すぎるので、みなさん甘い

ものといったらプリンなのでしょう。 

ヨシさんの一番の収穫はコレですコレ！ 

さすがに昼間からは・・・今度ゆっくり吞

みましょう。 



中堅施設長が夢を語る！  
～多職種と連携するということ～ 

 

 

ファミリーマイホームには令和 8 年 3月 1日現在となりますが、特別養護老人ホームに 92 名、

デイサービスセンターに 10 名、居宅介護支援事業所に 5名の職員が所属しております。このなか

には、常勤職員だけではなく非常勤職員、外国人の特定技能生なども含まれており、ファリミーマ

イホーム拠点全体で 107 名の職員が在籍しております。 

その中の特別養護老人ホームだけに着目すると、介護職員は常勤・非常勤職員合わせて全体の

49%、看護職員は常勤・非常勤職員 5.5%、生活相談員は 4％程となっております。そのほかに介護

支援専門員や機能訓練指導員、管理栄養士などの専門職を配置しています。ファミリーマイホーム

は食事を「直営」と言って給食会社に「委託」をせずに調理員も施設で雇用して給食業務を担って

おりますので、調理員も常勤・非常勤職員合わせて 12 名配置し、それ以外に施設の管理営繕を担

当する職員や車両の運転手、清掃や洗濯、夜間帯の当直を担当する職員と施設長がいるわけです。 

利用者様のファミリーマイホームでの生活は、介護職員の関わりが中心となりますが、介護職員

だけでも成り立ちません。そこで大切なのが多くの職種が連携して利用者様の生活を支えていく

という視点です。例えば、糖尿病のある利用者様から「お菓子が食べたい」などの要望があったと

します。介護職員は、利用者様の希望を叶えるため「どのようなお菓子を食べたいですか？」と伺

いますが、看護職員からしてみれば「これ以上糖尿病が進行したら大変」となるわけです。この 

やり取りだけでも介護職員も看護職員も利用者様を大切に想う気持ちには変わりありません。た

だ、専門職として利用者様と関わる際の視点(見方)が違うのです。 

 このような事案をそのまま放置したりすると職種間の意見の対立が多くまた大きくなり、連携

をしながら物事を進めるどころではなくなってしまいます。そのようなことを理由に退職に至る

こともあるくらい、施設だけではなく様々な職場での課題となっているのではないでしょうか。そ

こを乗り越えて、利用者様の想いをどう形にしていくべきかを考え、計画を立案し実践していくこ

とがとても大切で、管理者としてチームを引っ張っていけるかが鍵となります。多職種での連携不

足で一番影響を受けるのは利用者様であるということを、職員が共有していかなければいけませ

ん。 

ファミリーマイホームで、もしそのようなご要望があった場合は、利用者様やご家族を交えたサ

ービス担当者会議を開催し、糖尿病の進行などのリスクを看護師が説明したうえで、管理栄養士が 

主食のご飯の量を調整し 1 日の提供する総カロリー数を維持したうえでお菓子を提供する提案を

したりしています。前述した内容はほんの一例で、様々な専門職が利用者様の 

意向を尊重しながら、日々大なり小なり連携しながら業務を遂行している 

のです。そのような取組みが評価されたのかは不明ですが、東京都高齢者 

福祉施設協議会の生活相談員研修委員会が主催する「生活相談員全体会 

～相談員フェス～」内の多職種連携シンポジウムにファシリテーター(司会) 

として出演してまいります。 

チームワークでよくいわれるシナジー効果（相乗効果）とは、互いの強みを 

活かすことで、単独で活動するよりも大きな成果（1＋1≦2）を生み出すことで 

す。ミラノ・コルティナオリンピックでのフィギュアスケートの団体戦のように、各々がチームの

メンバーを信頼し、強み・弱みをカバーし合う姿やりくりゅうペアのお互いを支え合う姿勢をテレ

ビで観戦しながら、ファミリーマイホームもあのようなチームにしていきたいと感じたのでした。 

 



 



え
て
し
ま
う
の
も
嫌
で
す
䣎
で
も
䣍
気

持
ち
が
あ
れ
ば
必
然
的
に
つ
い
て
来

る
も
の
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
䣎
気

持
ち
で
そ
れ
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と

思
う
今
日
こ
の
頃
な
の
で
す
䣎 

 

今
か
ら
十
年
く
ら
い
前
䣍
初
め
て

函
南
に
行
䣬
た
と
き
䣍
現
地
で
会
䣬

た
ボ
ラ
ン
テ
䣵
ア
さ
ん
に
䣍
決
し
て

オ
フ
䣵
シ
䣺
ル
で
は
謳
䣬
て
い
な
い

こ
の
仏
像
の
見
方
䣍
五
感
で
仏
像
を

見
る
感
性
を
学
ば
せ
て
く
れ
ま
し

た
䣎
そ
し
て
䣍
そ
の
感
性
を
誰
か
に
注

力
で
き
れ
ば
い
い
な
䣎
と
い
う
気
持

ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
䣎 

今
時
分
䣍
伊
豆
半
島
は
河
津
桜
も

見
頃
で
一
足
早
い
春
も
や
䣬
て
来
て

い
ま
す
䣎
自
然
あ
り
䣍
歴
史
あ
り
䣍
文

化
あ
り
䣍
温
泉
あ
り
䣍
美
味
し
い
わ
さ

び
丼
あ
り
䣎
魅
力
た
く
さ
ん
の
伊
豆

半
島
に
ぜ
ひ
足
を 

運
ん
で
み
て
は 

い
か
が
で
し
䣯 

う
か
䣎
函
南
も 

い
い
と
こ
ろ
で 

す
よ
䣎 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テ
ク
ニ
䣹
ク
䣘
䣎 

靜
か
に
目
を
開
い
て
参
拝
者
の
心
を

読
も
う
と
す
る
阿
弥
陀
如
来
䣎
そ
し
て
阿

弥
陀
様
を
差
し
置
い
て
前
に
出
る
こ
と

は
で
き
な
い
け
ど
䣍
䣓
何
と
か
し
て
あ
げ

た
い
・
・
・
䣔
と
䣍
モ
デ
ル
立
ち
を
し
て

平
然
を
装
い
つ
つ
も
䣍
こ
ち
ら
䥹
参
拝
者
䥺

を
す
ご
く
気
に
し
て
い
る
両
脇
侍
像
䣎 

参
拝
者
が
た
だ
の
一
観
光
客
と
い
う

視
点
で
見
る
と
䣍
決
し
て
こ
の
小
さ
な
こ

と
に
気
付
く
こ
と
は
な
い
で
し
䣯
う
䣎
し

か
し
䣍
悩
み
を
抱
え
る
参
拝
者
䣍
祈
り
を

捧
げ
る
と
い
う
立
場
の
視
点
だ
と
䣍
こ
ん

な
に
も
親
身
で
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
䣎
と
思
わ
さ
れ
ま
す
䣎
こ
れ

ら
は
䣍
ほ
ん
の
数
セ
ン
チ
䣍
ち
䣯
䣬
と
し

た
動
き
で
す
が
䣍
相
手
に
与
え
る
心
理
効

果
は
絶
大
な
も
の
に
な
り
ま
す
䣎
そ
し
て

八
百
年
前
に
そ
れ
を
表
現
し
た
仏
師
の

卓
越
し
た
技
法
䣍
心
理
分
析
力
に
脱
帽
で

す
䣎 こ

の
テ
ク
ニ
䣹
ク
䥹
所
作
䥺
を
日
常
の

業
務
や
私
生
活
で
意
識
し
て
戦
略
的
に

使
う
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
䥹
私
に
は

難
し
い
で
す
䥺
䣎
分
か
䣬
て
は
い
る
け
ど

な
か
な
か
で
き
な
い
䣎
と
い
う
や
つ
で

す
䣎
そ
う
か
と
い
䣬
て
意
図
的
に
取
り
込

む
こ
と
に
集
中
し
て
䣍
あ
ざ
と
さ
が
見 
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伊
豆
半
島
の
付
け
根
あ
た
り

に
函
南
町
䥹
か
ん
な
み
䥺
は
あ
り

ま
す
䣎
こ
こ
に
私
が
相
談
業
務
を

従
事
す
る
上
で
䣍
と
䣬
て
も
学
ば

せ
ら
れ
る
仏
像
が
あ
り
ま
す
䣎 

伊
豆
に
は
全
国
的
に
も
歴
史

的
価
値
の
高
い
仏
像
が
集
ま
䣬

て
い
ま
す
䣎
鎌
倉
幕
府
の
権
力
者

た
ち
は
豪
華
絢
爛
な
京
都
仏
像

よ
り
質
実
剛
健
な
奈
良
仏
像
を

好
ん
だ
た
め
䣍
奈
良
仏
師
䥹
主
に

慶
派
と
い
う
グ
ル
䤀
プ
䥺
を
鎌
倉

に
招
き
䣍
そ
こ
で
多
く
の
仏
像
が

作
ら
れ
ま
し
た
䣎
そ
の
中
で
も
今

回
紹
介
し
た
い
の
は
䣍
函
南
の

䣕
阿
弥
陀
如
来
及
び
両
脇
侍
像
䣖

䥹
以
下
䣍
阿
弥
陀
三
尊
䥺
で
す
䣎

こ
の
仏
像
は
鎌
倉
の
北
条
宗
時

が
戦
死
し
た
と
き
に
䣍
源
頼
朝
の

甥
で
あ
る
時
政
が
䣍
仏
師
・
実
慶

に
依
頼
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で

す
䥹
運
慶
に
依
頼
し
た
け
ど
䣍
忙

し
く
て
実
慶
に
な
䣬
た
と
か
䥺
䣎

中
央
に
阿
弥
陀
如
来
坐
像
䣍
向
か

䣬
て
右
に
右
脇
侍
像
䣍
左
に
左
脇

侍
像
の
配
置
に
な
り
ま
す
䣎
身
近

な
例
で
例
え
ま
す
と
䣍
水
戸
黄
門

と
助
さ
ん
角
さ
ん
の
よ
う
な
イ 

メ
䤀
ジ
で
す
䣎
こ
の
三
尊
は
や
や
後

傾
姿
勢
で
堂
々
と
し
た
佇
ま
い
䣎
胸

を
這
䣬
て
威
厳
を
感
じ
さ
せ
ま
す
䣎 

で
は
こ
こ
で
䣍
オ
フ
䣵
シ
䣺
ル
で

は
説
明
し
て
い
な
い
こ
の
阿
弥
陀
三

尊
の
魅
力
を
説
明
し
ま
し
䣯
う
䣎 

参
拝
者
は
様
々
な
心
願
成
就
䣍
悩
み

等
を
抱
え
て
阿
弥
陀
様
の
前
に
座
り

ま
す
䣎
す
る
と
立
䣬
て
い
た
と
き
に

は
閉
じ
て
い
た
阿
弥
陀
様
の
目
が
䣍

ス
䣹
と
開
き
ま
し
た
䣎
䣗
解
説
１
こ

れ
は
玉
眼
䥹
ぎ
䣯
く
が
ん
䥺
と
い
う

技
法
の
効
果
で
す
䣘
䣓
䥹
阿
弥
陀
様
が

目
を
開
け
て
く
れ
た
䣎
き
䣬
と
話
を

聞
い
て
く
れ
る
ん
だ
䥺
䣔
と
祈
り
ま

す
䣎
そ
れ
を
横
で
聞
い
て
い
た
左
脇

侍
像
が
䣍
チ
ラ
䣹
と
こ
ち
ら
を
見
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
䣎
䣓
䥹
何
？
そ

れ
は
大
変
だ
䣎
䥺
䣔
と
䣎䣗
解
説
２
体
の

向
き
は
正
面
だ
が
䣍
首
だ
け
相
談
者

の
方
に
傾
け
て
い
る
䣎
一
緒
に
考
え

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
䣘
䣎
そ
し
て
䣍

右
脇
侍
像
は
䣍
ほ
ん
の
少
し
わ
ず
か

に
軸
足
の
つ
ま
先
を
こ
ち
ら
に
向
け

て
い
る
の
で
す
䣎
ま
る
で
今
に
も
こ

ち
ら
に
向
か
䣬
て
歩
み
寄
䣬
て
き
そ

う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
䣗
解
説
３

䣓
転
移
䣔
と
い
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

 

参考：「かんなみ仏の里美術館」ホームページ 
http://www.kannami-museum.jp/ 



 

 

 

 

  
長い冬もようやく明けました。日もだいぶ長くなり心地よい風を感じることがます。若干鼻がム

ズムズしますが春の匂いも感じます。木々も実り始め街が長い眠りから目覚めたように思えま

す。楽しいシーズンがやって来ましたね。もうすぐ近くに巨大ショッピングセンターもできます

し、暖かくなって外出する機会が増えてきますので、みなさんお楽しみにお待ちくださいね。 

 

 
「 節 分  」 ：   みなさんの反応が様々でおもしろかったです。人間の本能なの

でしょうか？それとも古くから日本人に叩き込まれた DNA なの

でしょうか？みなさんに共通していたのは反撃しようとする構え

でした。 

          

 

 
「 三千ワールド 」 ： 知育玩具の発達も目まぐるしいものを感じます。私の子どもの

ときは、積み木や迷路くらいでしたが・・・ あと、AKAIS3000

は懐かしいですね。筆者も高校生のとき MTR で宅録をしていた

ので、ギターA、ギターB とかね！ 読者の中にも懐かしい人い

るのではないでしょうか。 
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編集長    荒井ケイゴ        ヒルマ 

写真     コーヤ田代         

         荒井ケイゴ        

 

編集後記 



令和８年３月の予定 
   日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

利用者懇談会 

書道クラブ 

 
レク体操 

 

ひなまつり 

高幡台歯科 

 診療所 am あ

きる台回診 

２階 pm 

高幡台歯科診

療所 am 

 

レク体操 

あきる台回診 

1,3 階 am 

居酒屋 

  

8 9 10 11 12 13 14 

誕生日会 

 

レク体操 

 

高幡台歯科 

 診療所 am あ

きる台回診

２階 pm 

高幡台歯科診

療所 am 

 

レク体操 

あきる台回診 

1,3 階 am 

 

  

15 16 17 18 19 20 21 

食事会 

マグロの解体

ショー 

レク体操 

 

高幡台歯科 

 診療所 am あ

きる台回診

２階 pm 

高幡台歯科診

療所 am 

レク体操 

あきる台回診 

1,3 階 am 

  

22 23 24 25 26 27 28 

春の園芸 

 

 

 

レク体操 

 

 

高幡台歯科 

診療所 am 

あきる台回診

2 階 pm 

高幡台歯科診

療所 am 

 

レク体操 

あきる台回診 

1,3 階 am 

 

 
 

29 30 31 

 

外出の日 レク体操 

 

 

 

高幡台歯科 

診療所 am 

 

あきる台回診

2 階 pm 休診 

 

できるかな

クラブ 

 

できるかな

クラブ 

 

できるかな

クラブ 

 

できるかな

クラブ 

 


